
市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 演奏活動推進事業
沖縄２１世紀ビジョン

第3章-5-(1)-ア

基本計画該当箇所 地域を大切にし、誇りに思う健
全な青少年の育成

年度
沖縄振興基本方針

Ⅲ-(3)-1
2 3 該当箇所

担当部課名 　学校教育課
事業実施
年度

令和
～
令和

事業内容
演奏活動を通して地域活動に児童・生徒が積極的に参加できるよう、活発的に吹奏楽部の活動を行っている小中学校に吹奏楽楽
器を整備する必要がある。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 合計

Ｂ．執行済額 10,549 3,612 14,161

Ａ．予算現額 10,549 3,612 14,161

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0%

うち
交付金充当額

8,439 2,890 11,329

執行状況の説明 計画どおり執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実　績
14品種
28個

楽器の整備（金武中学校）

目　標
14品種
28個

実　績
12品種
29個

楽器の整備（金武小学校）

目　標
12品種
29個

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

金武中学校吹奏楽部に楽器を整備完了

実　績 整備完了

目　標 整備完了

実　績 整備完了

金武小学校吹奏楽部に楽器を整備完了

目　標 整備完了

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

7,000人
以上

実　績 230人 230人

R4年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

生徒が演奏活動を行った地域行事等への総来場者数
7,000人以上

目　標
7,000人
以上

状
況
説
明

【R4年度】
・金武中学校吹奏楽部については、「金武町教育の日」において、琉球交響楽団とコラボ演奏会を行った。また、アンケートの結果につい
ては、「金武町教育の日」において演奏することにより、吹奏楽部員全員が地域に対する関心が高まったと回答を得た。
・金武小学校吹奏楽部については、新型コロナウイルス感染症の影響により地域行事の参加を見送った。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

80%
以上

実　績 100% 100%

楽器整備後に地域行事で演奏活動をしたことにより、地
域への関心が高まった割合（80％以上）を含め、児童・
生徒へのアンケートにより、本事業のあり方について検
証する。

目　標
80%
以上

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R5年度】
・金武中学校吹奏楽部のみならず、金武小学校の吹奏楽部も積極的に地域行事（まつりの出演など）に参加できるよう促す。また、学校と教育委員会
で連携し、町内で行われる各種行事の情報提供及び状況共有を行う。

【R4年度】
・琉球交響楽団とのコラボ演奏を行ったが、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、座席を制限した影響もあり目標の数値を達成できなかったと考え
る。

【R4年度】
・児童や生徒が地域行事に参加し、町民に演奏を鑑賞する機会を作るこ
とで、来場者の数値を上げていく必要がある。



H30年度 R1年度 R2年度

5,924 2,702 9,182

5,924 3,548 9,150

市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 金武町移民の日記念事業（令和３年度事業・令和４年度発現）
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ-１

29 3 該当箇所
担当部課名 企画課

事業実施
年度

平成
～

第3章-4-(1)－ア

国際ネットワークの形成と
多様な交流の推進

事業内容

町内各小学校の１年生～３年生を対象とした教材の活用を視野に入れ、沖縄移民の先駆者である「當山久三」の物語を電子紙芝居で制作した。
また、移民関連資料を展示している「當山紀念館」の施設内の拡充を図る為、映像資料放映機器や施設パンフレットの多言語化、展示パネル資料の作成等を
行った。（業務委託）
　１２月５日の「金武町移民の日」当日には、第１回移民団を送り出した本町出身のと當山久三の偉業を讃える顕彰式を執り行い、前後の１０日間には移民関連
資料パネル展を実施した。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

R3年度 合計

Ｂ．執行済額 2,731 20,539

Ａ．予算現額 2,560 21,182

執行率（％）(B/A) 106.7% 97.0%

うち
交付金充当額

2,185 16,369

執行状況の説明

4,738 2,101 7,345

100.0% 76.2% 100.3%

新型コロナウイルスの影響により、集客イベントが実施できない状況が続いており、本事業の実施内容につ
いても計画変更を余儀なくされている。その状況の中で、事業目的を達成できるよう留意しながら代替案を模
索しながら取り組んでいる。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H３０年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

実　績 顕彰式の実施 顕彰式の実施 顕彰式の実施 顕彰式の実施

顕彰式の実施

目　標
（顕彰式の実

施）
（顕彰式の実

施）
（顕彰式の実

施）
（顕彰式の実

施）

実　績
移民関連学習
会の実施

世界のシマヌ
チュ大会へ集
約のため事業
未実施移民関連学習

会の実施
なし なし

移民関連学習会の実施

目　標
（移民関連学習
会の実施）

（移民関連学習
会の実施）

（移民関連学習
会の実施）

（移民関連学習
会の実施）

実　績 講演等の実施 講演等の実施 なし なし

講演等の実施

目　標
（講演等の実

施）
（講演等の実

施）
（講演等の実

施）
（講演等の実

施）

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H３０年度 R1年度 R2年度 R3年度 R４年度

参加者に対してのアンケートで、移民の歴史
に対する理解が深まったか（80％以上）を含
め、当該事業のあり方を検証する。 実　績 94.30%

目　標 （　　80％　　） （　　80％　　） （　　80％　　）

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R４年度 R5年度 R6年度 R7年度

80.0%

実　績 97.8% 97.8%

R4年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

参加者に対してのアンケートで、移民の歴史に対する理
解が深まったか（80％以上）

目　標 80.0%

状
況
説
明

【Ｒ４年度】
・町内小学校へ教材として配付し、授業で電子紙芝居を見てもらいアンケートを実施。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【令和５年度】
・社会情勢に応じて、効率的かつニーズに合ったプログラムを検討する。

【令和４年度】　※令和３年度実施事業
・各学校と連携し、電子紙芝居を鑑賞した後にアンケート実施。
・設定した成果目標値を上回った。小学生にも分かりやすい内容の紙芝居
にしたことが、達成につながったと考える。

【令和４年度】　※令和３年度実施事業
・事業内容について、新型コロナウイルスによる変更が続いている状況で
ある。令和５年度以降の実施においても、状況に応じて計画内容の代替
プログラムを検討する。



市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 水辺をつなぐ遊歩景観推進事業
沖縄２１世紀ビジョン 第3章-3-（2）-ウ

基本計画該当箇所 観光客受け入れ態勢の整備

令和
年度

沖縄振興基本方針
Ⅲ-1-（1）

2 3 該当箇所
担当部課名 建設課 建設第2係

事業実施
年度

令和
～

事業内容
金武町の観光名所である大川の湧水を活用した大川児童公園と湧水の流末に位置する親水広場との遊歩道を整備し、施設間の
一体化、機能強化を図り、観光振興に寄与することを目的とする。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 合計

Ｂ．執行済額 5,060 49,060 54,120

Ａ．予算現額 5,060 49,060 54,120

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0%

うち
交付金充当額

4,048 39,248 43,296

執行状況の説明 実施設計、工事ともに執行済みである。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実　績 一式 一式

実施設計、工事の完了

目　標 一式 一式

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実施設計、工事の完了

実　績 一式 一式

目　標 一式 一式

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
R3年度

R4年度
R5年度 R6年度

78,000

実　績 - 35,405

R7年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

利用者数78,000人以上

目　標 - 78,000 78,000 78,000

状
況
説
明

【R4年度】
・目標を達成できなかった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R5年度】
・関係機関と協力し、広報やSNS等で周知活動を拡大するとともに、イベントでの活用等も検討していく。
・調査結果を基に目標値を見直す。

【R4年度】
・コロナ禍の影響もあり、利用者数が減少したと想定される。また、今回の調
査でピーク時と平時の利用者数に3倍もの開きがあることが判明した。当初
計画ではピーク時の利用者数に365日を掛けて目標値を設定していたが、
今回の調査結果を基に目標値の見直しが必要である。

【R4年度】
・目標値の見直し


